
財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針
(1)有価証券の評価基準及び評価方法
基本財産である有価証券
満期保有目的の債券… 原価法を採用している。
その他有価証券… 時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法を採用している。
(2)商品の評価基準及び評価方法
移動平均による原価法を採用している。
(3)固定資産の減価償却の方法
什器備品 定額法を採用している。なお、主な耐用年数は以下のとおりである。

什器備品 5年~10 年
リース資産リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。
ソフトウエア利用可能期間(5年)に基づき、定額法を採用している。
(4)引当金の計上基準
賃倒引当金
債権の貸倒による損失に備えるため、一定の繰入率により回収不能見込額を計上している。
特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。
賞与引当金
職員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当該事業年度に対応する見積
額を計上している。
(5)その他計算書類の作成のための基本となる重要事項
①所有権移転外ファイナンスリース取引
通常の売買処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。
②消費税等の処理
税込み方式によっている。

2 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

内 訳 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基 本 財 産
普通預金
定期預金
投資有価証券

970,438
324,480,882
857,023,300
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合 計 1,182,474,620 O 33,983,050 1,148,491,570

3 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

内 訳 当期末残高 (うち指定正味財産から
の充当額)

(うち一般正味財産から
の充当額) (うち負債に対応する額)

基 本 財 産
普通預金
定期預金
投資有価証券

970,438
324,480,882

823,040,250

970,438
324,480,882

823,040,250
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合 計 1,148,491,570 1,148,491,570 O 0

4 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什 器 備 品 58,478,559 56,804,859 1,673,700
リ ー ス 資 産 22,242,453 18,260,358 3,982,095

ソ フ ト ウ エ ア 2,307,620 2,040,610 267,010
合 計 83,028,632 77,105,827 5,922,805

円



5 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

内訳 帳簿価額 時価 評価損益
地方債
第158回名古屋高速道路 50,000,000 41,562,700 ‐8,437,300

合 計 50,000,000 41,562,700 ‐8,437,300

円

6 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上
の記載区分

補助金
宮城県補助金
仙台市補助金
文化庁芸術振興補助金

助成金
マイタウン岩沼
第373回定期′寅奏会
第376回定期′寅奏会
第380回定期演奏会

負担金
マイタウン岩沼共催負担金

もりのみやこふれあい出演料

宮城県
仙台市
日本芸術文化振興会

カメイ社会教育振興財団
アフィニス文化財団
ロームミューノノクファンデーノョン

ロームミューノノクファンデーノョノ

岩沼市
仙台市市民文化事業団
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合 計 O 404,203,000 404,203,000 0

7 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

内 容 金 額
経常収益への振替額
基本財産受取利息振替額 3,211,613

合 計 3,211,613

8 関連当事者との取引
該当なし

9 重要な後発事象
該当なし

10 退職給付関係
採用している退職給付制度の概要
中小企業退職金共済制度に加入しているため、退職給付引当金は計上していない。



附属明細書

1 基本財産および特定資産の明細

「財務諸表に対する注記」に記載があるため、内容の記載を省略している。

2 引当金の明細

科 目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高目的使用 その他
貸 倒 引 当 金
賞 与 引 当 金

397,939
21,696,706

303,747
20,962,407 21,696,706

397,939 303,747
20,962,407

合 計 22,094,645 21,266,154 21,696,706 397,939 21,266,154

G )ィ倒引当金の 当期堀少額 (その他)」


